
由良川沿川の福知山市域においては、平成26年8月豪雨により、支川の溢水

等、甚大な浸水被害が発生しており、国、京都府、福知山市の3者が連携して

浸水対策事業に着手し、府事業としては、平成27年から令和２年までの間に

弘法川及び法川の河川改修、調節池、ポンプ施設等の整備を実施しました。 

 引き続き、概ね10年に１回起こり得る降雨による洪水を安全に流下させる

ための河川改修を実施し、更なる治水安全度の向上を図ります。 

令和６年度は弘法川で物件補償、法川で鉄道交差部工事を実施します。 

◎事業概要 

◎事業効果

河川断面を拡幅することにより流下能力の向上を図り、浸水被害を軽減し

ます。 

⑱法川大規模特定河川事業（由良川水系法川） 

弘法川・法川総合流域防災・統合河川事業（由良川水系弘法川･法川）

全体計画 R5までの実績 R6計画 

事業期間：H27～ 

Ｃ＝33,248百万円 

[弘法川]事業区間 L=3,000m 

[法 川]事業区間 L=1,400m 

掘削工､護岸工､橋梁工 

調節池､樋門工､用地買収他

Ｃ＝10,116百万円 

事業概要 

 護岸工､橋梁改築 

用地補償

Ｃ＝340百万円 

 うち補正    0百万円 

 うち通常 340百万円 

事業概要 

物件補償 

鉄道交差部工事 

：H26.8.17 出水 浸水範囲

H26.8 弘法川溢水状況

写真② 

写真②

法川改修済状況 
法川 

弘法川改修済状況 

凡例
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弘法川 
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ほうかわ 


